




『とりかへばや』と呼ばれる作品は、かつては原作と改作が存在したが、 現在は改作された『とりかへばや』 （以下拙稿では現存『とりかへばや』と呼ぶ） 、だけが残されている。両者は結末が異なることが、 『無名草子』や『風葉和歌集』といった残された史料から明らかになっている。 『とりかへばや』の作者は、古作、現存共に不明であるが、現存『とりかへばや』に関しては、辛島正雄氏
⑴
が
「 『とりかへばや』と題されたにもかかわらず、男女きょうだいの描き方に極端な落差 あることは、女に寄り添って物語ろうとする者像を浮かび上が せるのであり それが男である可能性 乏しい」とするように女性の登場人物への描写の細かさから、作者を女性とする説が有力である。現存『とりかへばや は、異性装のまま成長したきょうだいを中心とし、特に女君 苦悩を抱えながらも最終的には本来の性に戻って帝の寵愛を受け、国母 いう女性として最上級の幸福を得る、栄華の物語として評価されている。し し、女君の栄華は本人の意思に従った結末 いうこと はなく そこに至るまでには、女君と関係を持つ宰相中将や帝、帝 女君との仲を
取り持つ役目を果たす男君といった男性達の存在が必要不可欠である。
本研究では、男性達の行動によって物語が展開していくことに注































に代わって「男 恋の物語」 主人公を代行しており 色好みの願望の成就の後は、男君の権力下に置かれ、秘密保持に加担させられる、としている。また、宰相中将の主人公性に着目した安田真一氏
⑸
は、宰相中将は「ことば」を尽くし女性達と親しくなってきた
が、このような手段が男装を経験してきた女君 は通用しないことを指摘している。これらの先行研究では、宰相中将を女君の相手役と位置づけているが、まずは女君と宰相中将の比較を行うことで宰相中将にどのようなキャラクターが付され いるのか考察 ていきたい。
宰相中将は式部卿宮の一人息子で、 「人柄のいとあだなるに」と
初登場の場面から表現されるなど、色好みな性格が特徴であ 。このようなキャラクター造形は 王朝物語における典型的な男性主人公を企図したものと って良い。当初、宰相中将 対になる存在として登場し、両者は度々並列し 描かれている。
その年五節に、中院の行幸ありければ、みな人々小忌にて参る中に、宰相中将、権 納言の青摺、いといみじう見ゆ。宰相は
いとそそろかにををしくあざやかなるさまして、なまめかしうよしあり色めきたる気色、いとをかしう見ゆ。中納言は、はなばなと見れども見れども飽くまじう、にほはしくこぼるばかりの愛敬似るものなきに、もてな 有様も さは言へどなごやかにたをたをといとなつかしきほどの 人にこよなくすぐれて目もあやなるを、御方々の人々をかしと見るに、宮の宰相は、いささかも人 けはひする所はただに 過ぎず、必ず立ちどまりものなど言ふを、中納言は見る目に違ひて、宰相の行きもやらず滞りがちなるを後目に見おこせつつ過ぎぬるを……（巻一
　
一九六、一九七）かやうに一目も見る人の、心 つけて待ち思さんところ 人聞き伝へんことも知らず聞こえごちかかるあまたあれど 人のほど軽らかならずいとをかしかりぬべければ情けなからぬほどに折々言ひ交はし、さらぬかきまぜのほどは知らず顔にて聞き過ごし、いとこよなくもの遠くもてをさめたまへるを、玉 瑕と飽かぬことに思ふ人々あり。この宰相の、あまり過ぐさずたづね寄り言ひかかりう がひ歩くを、 と思 人多かりけり。 （巻一
　
一九九）















































つらさをも言ひやらず、 「かうのみつらき御心ならば、さらにえあるまじうなん思ひなりゆく」と言ひ尽くしつつ、いと心やすき所なれば、 ち重ねて臥し、よろづに泣きみ笑ひみ言ひ尽くす言の葉、まねびやらん方なし。 （巻二
　
二八七）
女性であるという秘密が発覚した後に、月の障りのため乳母の家で隠れている女君を宰相中将 探し出して言い寄る。これまでとは違い誰にも見られることのない場所で対面 たことで、女君も宰相中将を受け入れている。 の時の女君は女として宰相中将を受け入れ、互いに涙を見せ 。後に、妊娠し女姿となった女君に対し、









逢う人にしも飽かぬ夜を、まいてはかなう明けぬなり。左衛門焦られわぶれば、出で べき心地もせねど、さりとてあるべきならねば泣く泣く心の限りたのめ契りて出でたまふ心地、夢のやう り。 （巻一
　
二〇八）










































の逆の役割を持つのが帝である。帝は、男君 仲介によって、男装を解いた女君と最終的に結ばれる。前半部で 殆ど登場することのなかった帝が最終的に主人公と結ばれる展開となったのは、女君を国母とする めであり、帝は現存『とりかへばや』の作者が生み出したキャラクターだろう。
帝と女君との逢瀬は一方的に帝 関係を迫る形で実現する。当初















なほ思し知らぬこそかひなけれ」と言へど、答へもせず。左衛門にいみじきことども語ら て、たち帰りても 夢かとだにえ思ひ分かず、よよと泣かれぬ。 （巻一
　
二〇八、二〇九）














の性に戻って以降の行 の原理は女君のためである し、 「男尚侍は女中納言が自然に円滑 女姿を り戻すために置かれた存在でしかない」と言及し、異性装時代にその苦悩が描かれないばかりか、女東宮と早々に関係 持ち、男性として 本質を露にし いるためそもそも女装の必然性すらなく 「とり へ」後の女君が女性として生きていく場所の提供と、きょうだい愛 提示のために作られているとの結論に至っている。
西本氏の論に従えば、 男君も前述の帝同様、 現存『とりかへばや』
の作者が新しくキャラクターを付した人物とも考えられる。女装時代の男君は、仕えている女東宮に対し当初から男性として 本質を明らかにしており、そ 後の「とりかへ」も、女君ほど大き 意味をなしていなかったとも言える。男性として生きるこ となった君の特徴を宰相中将・帝同様、涙の場面から考えてみたい。
男君は、きょうだいの「とりかへ」以後、女君から引き継いだ女
性達など、何人かと関係を持つが の中で彼が涙 流す相手は女東宮だけである。次の場面は、男君 妊娠した 対面の場面である。
暮れぬるにぞ、大将参りたまひて、督の君の対面したまへば、忍びて、宮の御有様、宣旨の憂へつることども、聞こえしさまなどのたまへば、大将もうち泣きたまひて、宵など過ぐるほどに、人静まりぬるにぞ、いとよくまぎらはし 宮に対面せさせたてまつりた へる。…（中略）…これほどの有様をと かくも人に譲らず見扱ひたまふべかりけるを、 としへなく心憂きさまを見たまへ捨ててけるよと 人の御つらさも、身の心憂く恥づかしさもつくづくと思ほし知られて 涙のみこぼれて御答へものたまはせぬを、しか思さる にこそとことわ にあはれにて、日ごろの怠りなど泣く泣く聞えたまへど 聞き入れふべうもあらず。 （巻四
　
四二七、四二八）

















女君は、父の左大臣によって男装のまま出仕することを決定づけられる。次に 宰相中将によって妊娠することとなり、女姿に戻る。その後は、男君の協力の下、帝と結ばれ、国母 る結末を迎えこうしてみると、女君は、物語の主人公ではあるものの、男性たちによって振り回されているようにも見える。女君にとって栄華を極めることは個人の幸福とイコールではない。実際、帝との逢瀬に彼女が満足しているような描写は存在しておらず、女君 迎えた結末は家の繁栄と の幸福でしかなく、女君個人の幸福 ない。現存『とりかへばや』の最後の場面 「ひとかたならずかなしとや」という宰相中将の嘆きで閉じられており 作者が宰相中将に重要な役割を付していたこ が分か 。事実 宰相中将 、前半部で主に物語を動かすキーマンであり、そ 性格は、涙もろく情熱的な「色好み」 。感情豊かなその様子は、周囲から好感を持たれていた。女君の失踪の後、宰相中将は「まめ」な性格となり、宰相中将がもともと持っていた情熱的な性格を帝 受け継ぎ、 「色好み」な部分は男君が持つよう なる。
現存『とりかへばや』で、女君と深く関わる男性達の性格は、宰






































安田真一「 『とりかへばや』宰相中将試論―欲望・恋情・焦り―」 （ 『古
代文学研究
　
第二次』九号
　
二〇〇〇年十月）
⑹
　
西本寮子「 『とりかへばや物語』の主人公―女性としての成長を軸と
して―」 （ 『国文学攷』九八号
　
一九八三年六月）
